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義
捐
金
御
礼

　八
月
十
八
日
、

全
日
本
私
立
幼
稚

園
連
合
会 

関
東
地

区
教
員
研
修
栃
木

大
会
の
折
に
「
東
日

本
大
震
災
」
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
十
五

万
六
千
六
百
六
十

五
円
の
善
意
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
皆
様

か
ら
お
預
か
り
し
ま

し
た
義
捐
金
は
、
全

額
、
公
益
社
団
法

人
福
島
県
私
立
幼

稚
園
連
合
会
へ
皆
様

の
お
気
持
ち
と
共
に

送
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　ご
協
力
下
さ
い
ま

し
た
こ
と
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

東日本大震災への義捐金
ご協力ありがとうございました
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会
の
先
生
方
が
よ

り
研
修
を
深
め
る

こ
と
、
ま
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
大
会
に

と
の
コ
ン
セ
プ
ト

か
ら
参
加
対
象
を

制
限
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
」
と
説
明

を
加
え
た
上
で
、

大
会
テ
ー
マ
『
子
ど
も
の
「
今
」
に
寄

り
添
い
、子
ど
も
と「
未
来
」を
き
ず
く
』

　

平
成
二
十
六
年
八
月
十
八
日
（
月
）、

十
九
日
（
火
）
の
両
日
、
財
団
法
人
私

学
研
修
福
祉
会
の
主
催
に
よ
り
、
全
日

本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
関
東
地
区
教
員

研
修
栃
木
大
会
が
、
宇
都
宮
で
開
催
さ

れ
た
。

　

大
会
テ
ー
マ
に
『
子
ど
も
の
「
今
」

に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
と
「
未
来
」
を

き
ず
く
』
を
掲
げ
、
〜
幼
児
教
育
を　

語
り
合
い　

思
い
を
共
有
し　

質
を
高

め
よ
う
〜
の
サ
ブ
テ
ー
マ
の
も
と
、
一

日
目
は
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
メ

イ
ン
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
開
会
式
と
全

体
会
、
二
日
目
は
宇
都
宮
市
内
の
四
つ

の
会
場
と
、
益
子
町
の
陶
芸
の
地
域
を

会
場
に
十
六
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
実
施
さ

れ
た
。

　

今
回
で
二
十
九
回
目
と
な
る
こ
の
研

修
会
に
は
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
茨
城
、

群
馬
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
、
新
潟
、

山
梨
か
ら
、
合
計
千
百
二
十
八
名
の
教

員
が
参
加
し
た
。

　

全
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
た
開
会
式

に
は
、
福
田
富
一
栃
木
県
知
事
を
は
じ

め
、
螺
良
昭
人
栃
木
県
議
会
議
長
、
高

井
徹
宇
都
宮
市
副
市
長
、
古
澤
利
通
教

育
長
、
金
田
繁
夫
文
書
学
事
課
長
、
田

渕
光
与
栃
木
県
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
長

ら
、
多
数
の
ご
来
賓
が
出
席
さ
れ
盛
大

に
挙
行
さ
れ
た
。

　

石
川
均
副
理
事

長
の
「
宇
都
宮
へ

よ
う
こ
そ
」
の
第

一
声
で
幕
を
開
け

た
開
会
式
は
、
国

歌
斉
唱
に
続
い
て
、

全
日
本
私
立
幼
稚

園
連
合
会
を
代
表

し
て
香
川
敬
会
長

か
ら
の
あ
い
さ
つ

「
今
こ
そ
幼
児
教
育

を
磨
き
上
げ
る
時
、

そ
し
て
よ
り
よ
い

教
育
課
程
・
指
導

計
画
を
磨
き
上
げ

る
時
で
あ
る
。
こ

の
研
修
に
参
加
の
先
生
方
が
実
り
多
い

研
究
成
果
を
あ
げ
て
、
幼
児
教
育
の
重

要
性
を
社
会
に
発
信
し
て
ほ
し
い
」、
同

関
東
地
区
会
原
徳
明
会
長
の
あ
い
さ
つ

「
新
制
度
の
先
を
見
据
え
る
べ
き
今
だ

か
ら
こ
そ
、
幼
児
教
育
の
質
を
充
実
す

べ
き
」
と
続
い
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
栃
木
大
会
会
長
を
務

め
た
石
嶋
勇
栃
幼
連
理
事
長
は
「
ご
参

関
東
地
区
教
員
研
修
栃
木
大
会

　
　
　
　
　
　
宇
都
宮
で
開
催

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会



118号

02

基
調
講
演

基
調
講
演

年
以
上
勤
続
十
五
名
、
三
十
年
以
上
勤

続
十
五
名
、
二
十
年
以
上
勤
続
九
名
、

教
職
員
の
部
五
十
年
以
上
勤
続
八
名
、

四
十
年
以
上
勤
続
八

名
、
三
十
年
以
上
勤

続
三
十
八
名
、
二
十

年
以
上
勤
続
百
五
名

で
あ
る
。
代
表
し
て

栃
木
県
宇
都
宮
市
の

め
ぐ
み
幼
稚
園
副
園

長
中
臣
浩
子
先
生
が

壇
上
に
登
り
、
五
十
年
以
上
勤
続
表
彰

を
受
け
、
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
昨
年
度
群
馬
大
会
会
長
を

務
め
ら
れ
た
原
徳
明
群
馬
県
私
立
幼
稚

園
協
会
会
長
に
対
し
、
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
来
年
度
の
茨
城
大
会
を
担
当

す
る
橋
本
幸
雄
茨
城
県
私
立
幼
稚
園
連

合
会
会
長
か
ら
、
会
場
と
な
る
「
つ
く

ば
市
＝
旧
学
園
都
市
と
そ
の
周
辺
」
に

つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
、
茨
城
大
会
へ
の
参
加

を
促
す
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
輪
王
寺
附
属
日
光
幼
稚
園

長
根
村
隆
宣
先
生
の
指
揮
、
す
み
れ
幼

稚
園
長
岡
本
純

世
先
生
の
伴
奏

に
よ
り
、
会
場

全
員
で
「
幼
稚

園
讃
歌
」
を
斉

唱
し
、
栃
幼
連

中
川
祐
慈
副
理

事
長
の
閉
式
の

こ
と
ば
で
開
会

式
の
幕
を
閉
じ

た
。

テ
ー
マ　

　
「
子
ど
も
の
目
が
輝
く
と
き

　

—

ほ
ん
も
の
の
文
化
と
出
会
う
こ
と
、

　
　
　
　

  

人
と
深
く
触
れ
合
う
こ
と
」

講
　
師　

白
梅
学
園
大
学

　

学
長　

汐
見
　
稔
幸 

氏

　
「
ほ
ん
も
の

の
文
化
と
出
会

う
こ
と
」
と
は
、

子
ど
も
が
も
つ

「
ど
う
し
て
？
」

「
何
で
？
」
と

い
う
興
味
や
ワ

ク
ワ
ク
し
た
感
情
を
、
み
ん
な
で
一
緒

に
手
間
暇
か
け
て
、
楽
し
み
な
が
ら
、

よ
り
良
い
、
形
あ
る
科
学
や
芸
術
に
変

え
て
見
え
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
で

あ
る
、
と
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら

笑
顔
で
語
る
汐
見
氏
。
文
化
と
出
会
っ

た
子
ど
も
が
面
白
さ
を
感
じ
、
感
動
し
、

さ
ら
に
自
分
で
も
っ
と
発
展
さ
せ
よ
う

と
、
興
味
や
試
行
錯
誤
を
膨
ら
ま
せ
て

い
く
と
き
、
子
ど
も
は
キ
ラ
キ
ラ
と
目

を
輝
か
せ
る
、
と
、
聞
き
な
が
ら
目
を

輝
か
せ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
顔
が
思

い
浮
か
ぶ
よ
う
な
、
わ
か
り
や
す
く
説

得
力
の
あ
る
講
演
だ
っ
た
。

　

現
代
の
社
会
や
家
庭
環
境
の
中
で

は
、
義
務
教
育
就
学
前
の
生
き
る
土
台

作
り
の
場
が
地
域
や
大
家
族
で
は
な

く
幼
稚
園
や
核
家
族
な
ど
に
な
っ
て
お

り
、
子
ど
も
の
目
を
輝
か
せ
る
た
め
に

は
我
々
幼
稚
園
が
親
も
支
え
な
く
て
は

い
け
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
、
と
話
さ

れ
た
。
幼
稚
園
が
家
庭
支
援
に
本
気
に

な
る
こ
と
は
、
現
在
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
子
ど
も
と

一
緒
に
育
つ
こ
と
の
喜
び
を
、
職
員
だ

け
で
な
く
親
と
も
共
感
で
き
る
こ
と

が
、
園
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
強

く
感
じ
た
。

　

日
本
の
教
育
は
固
く
、
平
等
性
を

保
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
地
域
性
や
特
性

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
の
も
大

切
な
こ
と
。
環
境
問
題
や
少
子
高
齢
化

な
ど
解
決
で
き
な
い
問
題
に
直
面
し
て

い
る
の
に
、
人
任
せ
で
真
剣
に
考
え
て

い
な
い
日
本
人
が
多
い
、
と
汐
見
氏
は

指
摘
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
く
人
材
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
を
育
て
て
い
る
我
々
は
、「
直
面
し
て

い
る
問
題
を
真
面
目
に
考
え
る
人
間
」

を
、「
勝
ち
負
け
で
な
く
、
多
様
な
価

値
観
が
面
白
い
と
感
じ
る
人
間
」
を
、

そ
し
て
「
支
え
合
う
社
会
や
作
り
出
す

社
会
を
担
っ
て
い
け
る
人
間
」
を
、「
夢

を
も
っ
て
生
き
て
い
け
る
人
間
」
を
育

て
て
い
く
こ
と
が
使
命
な
ん
だ
と
、
痛

切
に
感
じ
る
内
容
だ
っ
た
。

　

私
た
ち
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、
ま
ず
、

子
ど
も
が
学
べ
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
。
た
く
さ
ん
の
経
験
を
準
備
し
、
簡

に
込
め
た
思
い
を
歓
迎
の
こ
と
ば
と
し

て
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
こ
れ

ら
の
あ
い
さ
つ
を

受
け
て
、
ご
来

賓
の
方
を
代
表
し

て
、
三
名
の
方
か

ら
ご
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。

　

ま
ず
始
め
に

福
田
知
事
か
ら

は
「
幼
児
教
育
の

『
質
』
の
観
点
か

ら
様
々
な
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
お
い
て
研

究
議
論
を
重
ね
る

こ
と
は
大
変
意
義

深
い
。
子
ど
も
の
社
会
性
を
育
て
る
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。」

と
の
お
言
葉
、
螺
良
県
議
会
議
長
か
ら

は
、
宇
都
宮
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

や
栃
木
県
の
良
い
と
こ
ろ
を
畳
み
掛
け

て
ご
案
内
い
た
だ
い
た
上
で
、「
今
回
の

研
修
が
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
活

か
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」、
高
井
徹

宇
都
宮
市
副
市
長
か
ら
も
、
宇
都
宮
市

の
子
育
て
サ
ロ
ン
等
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
、「
皆
が
手
を
携
え
て
子
育
ち
・

子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」

と
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
た
。

　

こ
こ
で
改
め
て
、
船
田
弘
和
栃
幼
連

副
理
事
長
に
よ
り
来
賓
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
永
年
勤
続
者
表

彰
に
移
っ
た
。

　

今
回
受
賞
し
た
の
は
、
設
置
者
・
園

長
の
部
五
十
年
以
上
勤
続
九
名
、
四
十
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公
演
会

公
演
会

関
東
地
区
教
員
研
修

　
　
　
　栃
木
大
会
を
終
え
て

関
東
地
区
教
員
研
修

　
　
　
　栃
木
大
会
を
終
え
て

大
会
実
行
委
員
長
　

小
倉
　
庸
寛

　

八
年
ぶ
り
の
栃
木
大
会
を
盛
会
に
て

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

各
園
長
先
生
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
大
会
の
開
催
に
向
け
て
は
、
一

年
以
上
前
か
ら
前
教
育
研
究
委
員
長
、

前
・
現
教
育
研
究
委
員
と
共
に
テ
ー
マ

設
定
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
構
成
の
研
究
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
の
運
営
の
打
合
せ
も

事
務
局
と
共
に
何
度
も
行
っ
て
き
ま
し

た
。
各
県
か
ら
お
越
し
に
な
る
先
生
方

を
”お
も
て
な
し
“
の
心
で
お
迎
え
で

き
る
よ
う
に
と
、
力
を
合
わ
せ
て
計
画

し
て
参
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
暑
い
中

で
も
笑
顔
で
”お
も
て
な
し
“く
だ
さ
っ

た
先
生
方
、
関
わ
っ
て
頂
い
た
沢
山
の

方
々
の
強
い
力
の
お
か
げ
と
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
度
、
国
の
制
度
が
変
わ
ろ
う
と

も
、
当
連
合
会
が
幼
児
教
育
の
中
核
を

担
う
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
の
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
為

に
、
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
は
絶
対
条

件
で
す
。
教
育
研
究
委
員
会
と
し
て
も

不
断
の
決
意
、
一
致

団
結
し
て
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。
す
べ
て
は
子
ど

も
達
の
為
に
…
共
に

頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

単
に
成
功
さ
せ
ず
失
敗
し
て
も
立
ち
直

れ
る
復
元
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
。
思

う
存
分
遊
べ
る
よ
う
見
守
り
、
時
に
誘

導
し
た
り
教
導
し
た
り
す
る
こ
と
。
子

ど
も
が
「
や
っ
た
ー
。」
と
感
動
す
る
、

生
き
る
喜
び
の
経
験
が
た
く
さ
ん
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
最
優
先
に
な

る
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
と
接
す
る
自
分

の
保
育
を
原
点
か
ら
見
つ
め
直
し
、
自

分
が
ま
ず
は
本
物
と
触
れ
て
面
白
い
と

感
じ
る
大
人
に
な
る
こ
と
。
子
ど
も

に
苦
手
な
事
を
強
要
す
る
の
で
は
な

く
、
受
容
し
て
共
感
的
に
見
守
り
、
励

ま
せ
る
大
人
に
な
る
こ
と
。
な
ど
、
自

分
自
身
の
感
性
を
磨
く
こ
と
が
課
題
だ

と
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が
そ

ん
な
素
敵
な
大
人
に
幼
稚
園
で
出
会
え

る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
人
を
好
き
に
な

り
、
自
己
信
頼
が
育
ち
、
自
ら
人
と
深

く
触
れ
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で

あ
る
、
と
、
締
め
く
く
っ
て
講
演
は
終

了
し
た
。

　

子
ど
も
が
初

め
て
の
社
会
で

素
敵
な
大
人
に

出
会
え
る
よ
う

に
、
教
師
で
あ

る
私
た
ち
の
意

識
改
革
が
何
よ

り
最
も
重
要
で

あ
る
、
と
感
じ

る
刺
激
的
な
時

間
に
な
っ
た
。

　
「
ア
ラ
ジ
ン
」
や
「
ト
ト
ロ
」
と
い
っ

た
子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
の
あ
る
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
か
ら
、「
花
」
や
「
カ

ル
メ
ン
」「
ト
ル
コ
マ
ー
チ
」
な
ど
オ

ペ
ラ
や
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
を
感
じ
る
曲
ま

で
、
幅
広
く
楽
し
め
た
だ
け
で
な
く
、

曲
に
込
め
た
想
い
や
演
奏
法
の
解
説
な

ど
、
初
め
て
聴
く
人
に
も
わ
か
り
や
す

く
、
皆
が
親
し
み
や
す
く
な
る
荒
井
氏

の
ト
ー
ク
が
あ
り
、
会
場
は
、
素
晴
ら

し
い
演
奏
と
人
の
魅
力
に
同
時
に
惹
き

こ
ま
れ
、
本
物
を
聴
い
て
感
動
で
き
る

最
高
の
機
会
と
な
っ
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
演
奏
の
後
に
は
、
会
場

の
希
望
者
が
舞
台
に
上
が
っ
て
実
際
に

ハ
ン
ド
ベ
ル
を
手
に
持
ち
、
一
の
和
音

(

ド
ミ
ソ)

、
四
の
和
音(

ド
フ
ァ
ラ)

、

五
の
和
音(

ソ
シ
レ
フ
ァ)

の
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り
指
揮
者
の
指
の
数
に
合
わ

せ
て
音
を
出
す
、
と
い
う
簡
単
な
演
奏

法
を
教
わ
っ
た
。「
枇
杷
は
や
さ
し
い
」

と
「
夕
焼
け
こ
や
け
」
の
二
曲
に
挑
戦

し
た
即
席
雑
草
団
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏

は
、
会
場
の
歌
声
と
き
れ
い
に
響
き
合

い
、「
楽
し
か
っ
た
。」「
指
導
法
が
参

考
に
な
っ
た
。」「
勉
強
に
な
っ
た
。」「
感

動
し
た
。」
な
ど
、
ま
た
聴
き
た
い
と
い

う
感
想
が
多
く
の
参
加
者
か
ら
あ
が
っ

て
い
た
。

テ
ー
マ
「
白
鷗
大
学
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ

イ
ア
公
演
会
」

　
　
　
　

〜
幼
稚
園
で
の
演
奏
活
用
法

も
含
め
て
〜

出
　
演
：
白
鷗
大
学

　
　
　
　

ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア

指
揮
者
：
白
鷗
大
学

 

教
授　

荒
井
　
弘
高 

氏

　

舞
台
の
幕
が
上
が
る
と
赤
い
ク
ロ
ス

の
上
に
金
ピ
カ
ベ
ル
、
ド
レ
ス
と
蝶
ネ

ク
タ
イ
に
白
手
袋
、
と
い
う
イ
ン
パ
ク

ト
の
強
さ
に
驚
き
の
声

が
広
が
っ
た
会
場
は
、

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
テ
ー
マ
」
の
軽

快
な
リ
ズ
ム
で
一
気

に
静
ま
り
、
全
員
が
ハ

ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
に
釘

付
け
に
な
っ
た
。
七
オ

ク
タ
ー
ブ
あ
る
と
い
う

音
域
で
、
息
の
合
っ
た

十
二
名
の
奏
者
が
奏
で

る
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
体
と

心
の
隅
々
に
ま
で
響
き

渡
り
、
八
曲
の
演
奏

は
あ
っ
と
い
う
間
で
、

す
っ
か
り
ハ
ン
ド
ベ
ル

の
音
色
に
聞
き
惚
れ
て

し
ま
っ
た
。

　

二
十
七
代
目
の
メ
ン
バ
ー
と
い
う
奏

者
の
学
生
た
ち
の
表
情
は
真
剣
で
、
何

本
も
の
ベ
ル
で
様
々
な
演
奏
法
を
こ
な

し
、
テ
ン
ポ
や
リ
ズ
ム
の
正
確
さ
に
は

驚
か
さ
れ
、
そ
の
世
界
レ
ベ
ル
に
も
な

る
ほ
ど
の
技
術
の
高
さ
に
、
多
く
の
人

が
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。
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第13フォーラム

第16フォーラム

第14フォーラム

第15フォーラム

第2フォーラム

第3フォーラム
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第6フォーラム
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第10フォーラム

第7フォーラム

第11フォーラム

特
別
フ
ォ
ー
ラ
ム

田澤　里喜（玉川大学・准教授）
井ノ上　實（ルネサンス呑竜幼稚園・園長）
梅澤　眞理（わかほ幼稚園・園長）

良いところを探して言葉にするのではなく、
その子の存在価値を認め愛情を持って関わ
ること、「保育者の都合の良い考え方・捉え
方をしない。」という言葉が胸にささった。細
かく記録し、他の先生とも話し合いながら、
子ども達同士が気持ちを理解し合える、
きっかけにしたい。

外部ゲスト
内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

幼児が心身ともに育つ保育とは（参加者61名）

鮫島　良一（鶴見大学短期大学部・専任講師
　　　　　　明福寺ルンビニー学園・造形講師）
大中　清見（法得幼稚園・園長）

どちらかと言えば保育者の思いが先行した
活動になってしまうので、子どもたち自身が
考えたり楽しんだりする部分を大切にして
進めたい。
子どもの表現の魅力に気づくよう、まず自分
の感性を日々の保育を通して磨いていきた
いと思った。

外部ゲスト

コーディネーター

参加者の声

子どもの造形表現を生みだすもの（参加者74名）

神長美津子（國學院大學・教授）
栗田　英子（黒羽幼稚園・園長）

同じ悩みを持った沢山の先生と意見を交わ
せ、抱えていた悩みやプレッシャーを解くこ
とができた。一人でなく、園内で考えていく
ことが自分の心身に負担を与えず、繋がり
保育にも関わってくる。連携をより充実させ

「チーム保育」を大切にしていきたい。

外部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

保育者へのエール講座（参加者46名）

濱田　友緒（公益財団法人　濱田庄司記念益子参考館・館長）
山崎　英明（釡井台幼稚園・副園長）
馬場　章信（たから幼稚園・園長）

美術館を訪ね、益子の歴史・文化に触れ、陶
芸の素晴らしさを改めて知ることが出来
た。また、陶芸体験により、モノづくりの楽し
さ・喜び・充実感を味わう事の大切さを学ん
だ。今後、子どもたちの造形活動や遊びに
役立つ内容だった。 

外部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

陶芸に親しむ（益子焼体験）（参加者78名）

亀ヶ谷忠宏（宮前幼稚園・園長）
稲毛久美子（真岡杉の子幼稚園・副園長）
上野　和彦（にのみや幼稚園・園長）

写真を使って子どもたちがどんな事に楽し
さを感じているのかがわかりやすく、繰り返
して行われている保育がいかに大切かを
知った。保育者主体の保育が多い中、アイ
デア一つで子どもたちは遊びが広がること
を学んだ。今までの保育の反省にもなり大
変勉強になり感謝している。

外部ゲスト
内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

今なにを子どもに？ どんな保育を？ どんな環境を？
～自園の特色や方針を活かす保育の作り方～（参加者37名）

上原　芳枝（特定非営利活動法人　発達支援機関リソースセンターｏｎｅ
　　　　　　代表理事・臨床発達心理士）
安藤　紀子（聖ヨゼフ幼稚園・園長）
斎藤　佳子（しずわでら幼稚園・園長）

パニックの原因とその背景について学ぶこ
とができ、貴重な研修だった。今までの自分
の対応がかえってストレスになっていたの
では？と気づくこともできた。さりげない支
援、一人一人に合った対応を心がけ、保護者
の方ともしっかり連携することが大切と感じ
た。

幼稚園における家庭教育支援をテーマに①子ども
を取り巻く「今」について②近年の幼児教育に関す
る施策③変化への認識と幼稚園における対応④成
長を続ける家庭・家族⑤家庭教育支援の実践例⑥
幼稚園での取り組み（グループ協議）の講義を踏ま
え、試験が行われた。

外部ゲスト

内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

気になる幼児の理解と支援（参加者91名）

佐藤　康富（鎌倉女子大学短期大学部・教授）
山田　　昇（浜竹幼稚園・副園長）
水越　美果（横浜隼人幼稚園・園長）

保育を振り返りながら話合い、共通理解を
しながら子どもが主体の保育できるように
しなければならない。そのようにするために
は手間ひまかけて環境づくりをする必要が
ある。

外部ゲスト
内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

幼児自らが学ぶための保育者の役割（参加者90名）

梅田　優子（新潟県立大学・准教授）
高橋　茂吉（認定こども園明美ヶ丘幼稚園・園長）
中村　　寛（愛泉幼稚園・園長）

直接体験の大切さとともに、そのために保
育者自身が体験すること、より子どもが興味
を持てる活動の選択が重要であることが分
かった。様々な体験活動を通じて、子どもた
ちに伝え、心にひびく保育を心がけ、常に喜
びや驚きを共感できる保育者でありたい。

外部ゲスト
内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

子どもの発達と保育の実践（参加者56名）

太田　光洋（和洋女子大学・教授）
高倉　幸世（コスモス幼稚園・園長）
平岡　立行（佐倉くるみ幼稚園・園長）

保育記録が、よりよい保育実践のために大
切だという事を再確認した。他園での活用
の仕方などの情報交換が出来、勉強になっ
た。どのように子どもや保育を捉えながら保
育の記録をとり、それをもとに振り返り、育
ちを読み取り、保育につなげていくかを学
んだ。

外部ゲスト
内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

幼児期にふさわしい生活や関係を育てる保育と記録
（参加者65名）

石田　隆雄（茨城キリスト教大学・教授）
木村　直文（石岡幼稚園・園長）
糸賀　昌子（新学幼稚園・主任）

話題提起されたお二人の事例を大変興味
深く聞くことができ、外部機関との連携の重
要性と、保護者との信頼関係の構築、そして
その手段と必要性がわかった。今後は支援
児を受け入れていくために、専門的な知識
を身に着けていかなければならないと感じ
た。

外部ゲスト
内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

特別支援教育における保護者とのかかわりと連携
（参加者65名）

秋山　麻実（山梨大学・准教授）
鷹野　秀樹（青葉幼稚園・園長）
浅野　聖子（山梨英和幼稚園・副園長）

環境の重要性を改めて感じ、保育者
の考えで環境構成も無限に広がる
事を学びました。子どもたちが「やり
たい」「楽しい」と感じていけるよう
な活動を広げて行きたいが、子ども
の望む活動をやるだけではなく、活
動の意味をよく考えた上で行うべき
だと学んだ。

外部ゲスト
内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

幼児の育ちを支える環境の構成（参加者81名）

無藤　　隆（白梅学園大学・教授）
安達　　譲（せんりひじり幼稚園・園長　全日私幼連・教育研究委員長）
小林　研介（呑竜幼稚園・園長）

新制度のことも視野に入れつつ、質の向上
を考える学びとなった。保育者のみならず
保護者も巻き込んで質の向上をはかる事
例を学べた。また、保育の見直し、保育の評
価は、一般教員だけで無く園長含めた園全
体で取り組むべき内容であるとの学びを得
た。

外部ゲスト

コーディネーター

参加者の声

今だからこそ保育の質を問う（参加者65名）

吉田　正幸（保育システム研究所・代表取締役）　　　　
柿沼平太郎（認定こども園こどもむら・園長）
中山　昌樹（認定こども園あかみ幼稚園・園長）

石原　栄子（作新学院大学・教授）
前田　和子（友愛幼稚園・園長）

新制度についての説明を細かくわかりやすく話
して頂き、今後の園の考え方や課題が明確に
なった。
特に、すべての子どもたちのために質の高い保
育を目指し環境を整えること、保護者との関わり
はもちろんだが、幼小連携、地域とのつながりの
大切さを再確認した。

外部ゲスト

コーディネーター

参加者の声

新制度施行を前に私幼の現場で対応しなければならないこと
（参加者153名）

外部ゲスト
コーディネーター

免許状更新講習（参加者42名）

柴崎　正行（大妻女子大学・教授）
白石由紀子（共愛学園幼稚園・園長）
櫛櫛　洋介（櫛櫛櫛幼稚園・園長）

幼稚園と教職員が色々な事で共通理解を
し、保護者の不安や不満を少なくするため
に、保育者同士の話し合いが必要であるこ
とを改めて学んだ。地域に根ざした子育て
センターとして大事な役割が果たせる一人
でありたいと感じた。

外部ゲスト
内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

地域・家庭支援・保護者とのかかわり（参加者45名）

山口　晶子（宇都宮共和大学・准教授）
戸室ま櫛子（晃望台幼稚園・教諭）

・親しみのある曲や、身近なものを使った
リトミックだったので早速保育に活かそう
と思った。

・子どもと過ごす、幼稚園教諭という仕事
は素晴らしいという言葉が印象に残りま
した。

・子ども達と音楽を通して心を通わせる
楽しさを学ぶ事が出来ました。

外部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

保育に生かすリトミック（参加者68名）

2

遠藤　祐子（藤塚幼稚園・教諭）
北畠　咲子（岩槻ひまわり幼稚園・教諭）
依田菜穂子（岩崎学園附属幼稚園・主任）
松本　由美（田浦幼稚園・教諭）
渡邉真喜子（糸魚川カトリック天使幼稚園・主任）
渡邊　佳織（見附天使幼稚園・教諭）
欅田　千晶（慈光幼稚園・教諭）
岡本　奈々（みもみ幼稚園・教諭）
岡村　優子（ひた櫛学院幼稚園・主任）
遠藤　光江（ひた櫛野牛久幼稚園・主任）
佐野　実香（慶明幼稚園・教諭）
長谷部美穂（みだい幼稚園・教諭）
南　　了太（明和幼稚園・教諭）
生井　祐紀（まきば幼稚園・教諭）
パネラー　植木　好子（釡井台幼稚園・学年主任）
　　　　　高久真理子（東光寺幼稚園・教諭）
　　　　　和久井千鶴（ひかり幼稚園・教諭）
嶋村　佳子（栃木幼稚園・教諭）
神山　稚代（若葉幼稚園・教諭）

1

2

3

4

5

6

7

13

15

全日本私立幼稚園連合会
関東地区教員研修栃木大会
全日本私立幼稚園連合会
関東地区教員研修栃木大会

第29回第29回

話 題 提 起 者区分

日目

一
般
フ
ォ
ー
ラ
ム

「参加者の声」はアンケートのなかで「フォーラムに参加し何を学
んだか、また、日常の保育にどのようにして役立てたいか」を抜粋
したものである。
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特
別
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ォ
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ラ
ム

田澤　里喜（玉川大学・准教授）
井ノ上　實（ルネサンス呑竜幼稚園・園長）
梅澤　眞理（わかほ幼稚園・園長）

良いところを探して言葉にするのではなく、
その子の存在価値を認め愛情を持って関わ
ること、「保育者の都合の良い考え方・捉え
方をしない。」という言葉が胸にささった。細
かく記録し、他の先生とも話し合いながら、
子ども達同士が気持ちを理解し合える、
きっかけにしたい。

外部ゲスト
内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

幼児が心身ともに育つ保育とは（参加者61名）

鮫島　良一（鶴見大学短期大学部・専任講師
　　　　　　明福寺ルンビニー学園・造形講師）
大中　清見（法得幼稚園・園長）

どちらかと言えば保育者の思いが先行した
活動になってしまうので、子どもたち自身が
考えたり楽しんだりする部分を大切にして
進めたい。
子どもの表現の魅力に気づくよう、まず自分
の感性を日々の保育を通して磨いていきた
いと思った。

外部ゲスト

コーディネーター

参加者の声

子どもの造形表現を生みだすもの（参加者74名）

神長美津子（國學院大學・教授）
栗田　英子（黒羽幼稚園・園長）

同じ悩みを持った沢山の先生と意見を交わ
せ、抱えていた悩みやプレッシャーを解くこ
とができた。一人でなく、園内で考えていく
ことが自分の心身に負担を与えず、繋がり
保育にも関わってくる。連携をより充実させ

「チーム保育」を大切にしていきたい。

外部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

保育者へのエール講座（参加者46名）

濱田　友緒（公益財団法人　濱田庄司記念益子参考館・館長）
山崎　英明（釡井台幼稚園・副園長）
馬場　章信（たから幼稚園・園長）

美術館を訪ね、益子の歴史・文化に触れ、陶
芸の素晴らしさを改めて知ることが出来
た。また、陶芸体験により、モノづくりの楽し
さ・喜び・充実感を味わう事の大切さを学ん
だ。今後、子どもたちの造形活動や遊びに
役立つ内容だった。 

外部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

陶芸に親しむ（益子焼体験）（参加者78名）

亀ヶ谷忠宏（宮前幼稚園・園長）
稲毛久美子（真岡杉の子幼稚園・副園長）
上野　和彦（にのみや幼稚園・園長）

写真を使って子どもたちがどんな事に楽し
さを感じているのかがわかりやすく、繰り返
して行われている保育がいかに大切かを
知った。保育者主体の保育が多い中、アイ
デア一つで子どもたちは遊びが広がること
を学んだ。今までの保育の反省にもなり大
変勉強になり感謝している。

外部ゲスト
内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

今なにを子どもに？ どんな保育を？ どんな環境を？
～自園の特色や方針を活かす保育の作り方～（参加者37名）

上原　芳枝（特定非営利活動法人　発達支援機関リソースセンターｏｎｅ
　　　　　　代表理事・臨床発達心理士）
安藤　紀子（聖ヨゼフ幼稚園・園長）
斎藤　佳子（しずわでら幼稚園・園長）

パニックの原因とその背景について学ぶこ
とができ、貴重な研修だった。今までの自分
の対応がかえってストレスになっていたの
では？と気づくこともできた。さりげない支
援、一人一人に合った対応を心がけ、保護者
の方ともしっかり連携することが大切と感じ
た。

幼稚園における家庭教育支援をテーマに①子ども
を取り巻く「今」について②近年の幼児教育に関す
る施策③変化への認識と幼稚園における対応④成
長を続ける家庭・家族⑤家庭教育支援の実践例⑥
幼稚園での取り組み（グループ協議）の講義を踏ま
え、試験が行われた。

外部ゲスト

内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

気になる幼児の理解と支援（参加者91名）

佐藤　康富（鎌倉女子大学短期大学部・教授）
山田　　昇（浜竹幼稚園・副園長）
水越　美果（横浜隼人幼稚園・園長）

保育を振り返りながら話合い、共通理解を
しながら子どもが主体の保育できるように
しなければならない。そのようにするために
は手間ひまかけて環境づくりをする必要が
ある。

外部ゲスト
内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

幼児自らが学ぶための保育者の役割（参加者90名）

梅田　優子（新潟県立大学・准教授）
高橋　茂吉（認定こども園明美ヶ丘幼稚園・園長）
中村　　寛（愛泉幼稚園・園長）

直接体験の大切さとともに、そのために保
育者自身が体験すること、より子どもが興味
を持てる活動の選択が重要であることが分
かった。様々な体験活動を通じて、子どもた
ちに伝え、心にひびく保育を心がけ、常に喜
びや驚きを共感できる保育者でありたい。

外部ゲスト
内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

子どもの発達と保育の実践（参加者56名）

太田　光洋（和洋女子大学・教授）
高倉　幸世（コスモス幼稚園・園長）
平岡　立行（佐倉くるみ幼稚園・園長）

保育記録が、よりよい保育実践のために大
切だという事を再確認した。他園での活用
の仕方などの情報交換が出来、勉強になっ
た。どのように子どもや保育を捉えながら保
育の記録をとり、それをもとに振り返り、育
ちを読み取り、保育につなげていくかを学
んだ。

外部ゲスト
内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

幼児期にふさわしい生活や関係を育てる保育と記録
（参加者65名）

石田　隆雄（茨城キリスト教大学・教授）
木村　直文（石岡幼稚園・園長）
糸賀　昌子（新学幼稚園・主任）

話題提起されたお二人の事例を大変興味
深く聞くことができ、外部機関との連携の重
要性と、保護者との信頼関係の構築、そして
その手段と必要性がわかった。今後は支援
児を受け入れていくために、専門的な知識
を身に着けていかなければならないと感じ
た。

外部ゲスト
内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

特別支援教育における保護者とのかかわりと連携
（参加者65名）

秋山　麻実（山梨大学・准教授）
鷹野　秀樹（青葉幼稚園・園長）
浅野　聖子（山梨英和幼稚園・副園長）

環境の重要性を改めて感じ、保育者
の考えで環境構成も無限に広がる
事を学びました。子どもたちが「やり
たい」「楽しい」と感じていけるよう
な活動を広げて行きたいが、子ども
の望む活動をやるだけではなく、活
動の意味をよく考えた上で行うべき
だと学んだ。

外部ゲスト
内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

幼児の育ちを支える環境の構成（参加者81名）

無藤　　隆（白梅学園大学・教授）
安達　　譲（せんりひじり幼稚園・園長　全日私幼連・教育研究委員長）
小林　研介（呑竜幼稚園・園長）

新制度のことも視野に入れつつ、質の向上
を考える学びとなった。保育者のみならず
保護者も巻き込んで質の向上をはかる事
例を学べた。また、保育の見直し、保育の評
価は、一般教員だけで無く園長含めた園全
体で取り組むべき内容であるとの学びを得
た。

外部ゲスト

コーディネーター

参加者の声

今だからこそ保育の質を問う（参加者65名）

吉田　正幸（保育システム研究所・代表取締役）　　　　
柿沼平太郎（認定こども園こどもむら・園長）
中山　昌樹（認定こども園あかみ幼稚園・園長）

石原　栄子（作新学院大学・教授）
前田　和子（友愛幼稚園・園長）

新制度についての説明を細かくわかりやすく話
して頂き、今後の園の考え方や課題が明確に
なった。
特に、すべての子どもたちのために質の高い保
育を目指し環境を整えること、保護者との関わり
はもちろんだが、幼小連携、地域とのつながりの
大切さを再確認した。

外部ゲスト

コーディネーター

参加者の声

新制度施行を前に私幼の現場で対応しなければならないこと
（参加者153名）

外部ゲスト
コーディネーター

免許状更新講習（参加者42名）

柴崎　正行（大妻女子大学・教授）
白石由紀子（共愛学園幼稚園・園長）
櫛櫛　洋介（櫛櫛櫛幼稚園・園長）

幼稚園と教職員が色々な事で共通理解を
し、保護者の不安や不満を少なくするため
に、保育者同士の話し合いが必要であるこ
とを改めて学んだ。地域に根ざした子育て
センターとして大事な役割が果たせる一人
でありたいと感じた。

外部ゲスト
内部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

地域・家庭支援・保護者とのかかわり（参加者45名）

山口　晶子（宇都宮共和大学・准教授）
戸室ま櫛子（晃望台幼稚園・教諭）

・親しみのある曲や、身近なものを使った
リトミックだったので早速保育に活かそう
と思った。

・子どもと過ごす、幼稚園教諭という仕事
は素晴らしいという言葉が印象に残りま
した。

・子ども達と音楽を通して心を通わせる
楽しさを学ぶ事が出来ました。

外部ゲスト
コーディネーター

参加者の声

保育に生かすリトミック（参加者68名）

2

遠藤　祐子（藤塚幼稚園・教諭）
北畠　咲子（岩槻ひまわり幼稚園・教諭）
依田菜穂子（岩崎学園附属幼稚園・主任）
松本　由美（田浦幼稚園・教諭）
渡邉真喜子（糸魚川カトリック天使幼稚園・主任）
渡邊　佳織（見附天使幼稚園・教諭）
欅田　千晶（慈光幼稚園・教諭）
岡本　奈々（みもみ幼稚園・教諭）
岡村　優子（ひた櫛学院幼稚園・主任）
遠藤　光江（ひた櫛野牛久幼稚園・主任）
佐野　実香（慶明幼稚園・教諭）
長谷部美穂（みだい幼稚園・教諭）
南　　了太（明和幼稚園・教諭）
生井　祐紀（まきば幼稚園・教諭）
パネラー　植木　好子（釡井台幼稚園・学年主任）
　　　　　高久真理子（東光寺幼稚園・教諭）
　　　　　和久井千鶴（ひかり幼稚園・教諭）
嶋村　佳子（栃木幼稚園・教諭）
神山　稚代（若葉幼稚園・教諭）

1

2

3

4

5

6

7

13

15

全日本私立幼稚園連合会
関東地区教員研修栃木大会
全日本私立幼稚園連合会
関東地区教員研修栃木大会

第29回第29回

話 題 提 起 者区分

日目

一
般
フ
ォ
ー
ラ
ム

「参加者の声」はアンケートのなかで「フォーラムに参加し何を学
んだか、また、日常の保育にどのようにして役立てたいか」を抜粋
したものである。
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講
師
　
ク
オ
リ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
・

　
　
　
　

 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

桧
垣
　
真
理
子 

氏

（
前
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
東
京
人
材
開
発
部
長
）

　

サ
ー
ビ
ス
と
は
、
お
客
様
の
体

験
で
あ
り
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
結

果
お
客
様
が
ど
う
思
う
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
は
、
欠
陥
が
な
い
｛
不

満
が
な
い
＝
０
（
ゼ
ロ
）｝
こ
と
と
、
お

客
様
に
選
ば
れ
る
理
由
が
あ
る
｛
期
待
に

応
え
る
＝
＋
（
プ
ラ
ス
）｝
の
ど
ち
ら
か

に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
で
き
て
当
然
だ

が
、
で
き
な
い
と
不
満
に
つ
な
が
る
サ
ー

ビ
ス
の
正
確
さ
、
清
潔
さ
、
迅
速
さ
で
あ

る
。
お
客
様
が
気
付
か
な
け
れ
ば
、
そ
れ

は
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
後
者
は
で
き
な
く
て
も
不

満
に
つ
な
が
ら

な
い
が
、
で
き

る
と
お
客
様
の

満
足
度
が
＋
α

と
な
る
パ
ー
ソ

ナ
ル
、
独
自
性
、

細
か
い
気
配

り
、
要
望
・
問

題
へ
の
柔
軟
な

対
応
で
あ
る
。

こ
の
２
種
類
の

サ
ー
ビ
ス
は
同

時
進
行
に
提
供

さ
れ
、
そ
の
量

と
バ
ラ
ン
ス
に

　
設
置
者
・
園
長
研
修
会

期
日　
平
成
二
十
六
年
六
月
十
二
日（
木
）

会
場　

二
荒
山
会
館
（
鶴
・
亀
の
間
）

参
加　

百
八
十
五
名

内
容　

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い
て
」

講
師　

　

栃
木
県　

経
営
管
理
部

　

文
書
学
事
課　

副
主
幹　

古
林
　
　
正

　
　
　
　
　
　
　

主　

査　

野
中
　
延
寿

　

栃
木
県　

保
健
福
祉
部

　
こ
ど
も
政
策
課　

副
主
幹　

野
口
　
善
幸

①
施
設
型
給
付
・
私
学
助
成
を
選

　

択
す
る
上
で
の
留
意
事
項

　

１　

施
設
型
給
付
を
選
択
し
た
場
合

・「
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

の
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
」
に
基
づ
い
て
市
町
村

が
定
め
る
条
例
の
遵
守
す
る
必
要

が
あ
る
。

・
事
務
量
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。

　

２　

私
学
助
成
を
選
択
し
た
場
合

　

手
続
き
に
変
更
の
見
込
み
は
な
い

が
、
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
に
関
し

て
は
、
園
児
一
人
当
た
り
の
補
助
単

価
を
維
持
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
水
準
に
比
べ
て
下
が
る
可
能
性

が
あ
る
。

②
公
定
価
格
仮
単
価
に
つ
い
て

　

公
定
価
格
の
具
体
的
な
内
容
は
、
各
年

度
の
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
財
源
の
確

保
と
セ
ッ
ト
で
検
討
さ
れ
、
各
年
度
の
予

算
に
お
い
て
確
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
地
方
自
治
体
・
事
業
者

等
の
関
係
者
が
安
心
し
て
準
備
を
進
め
、

新
制
度
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、

十
二
月
の
予
算
編
成
を
待
た
ず
、
出
来
る

限
り
早
期
に
、
事
業
者
等
に
対
し
、
新
制

度
の
参
入
、
事
業
展
開
に
当
た
っ
て
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
公
定
価
格
の
仮
単
価

を
提
示
す
る
。

　

公
定
価
格
の
仮
単
価
は
、
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
場
合
、
平
成

二
十
九
年
度
に
消
費
税
増
収
額
が
万
年
化

し
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
分
野
に
〇
．七
兆

円
程
度
の
財
源
が

確
保
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
事
を
踏
ま

え
、「
〇
．七
兆
円

の
範
囲
で
実
施
す

る
事
項
」
を
基
に

作
成
さ
れ
た
。
し

か
し
そ
の
一
方
で
、

平
成
二
十
七
年
・

二
十
八
年
度
は
、

消
費
税
増
収
額
が

満
年
度
化
す
る
前

の
年
度
で
あ
り
、

消
費
税
額
増
収
額

の
う
ち
子
ど

も
・
子
育
て

支
援
分
野
に

充
て
ら
れ
る

額
は
、
各
年

度
の
予
算
編

成
を
経
て
確

定
す
る
も
の

で
あ
る
事
か

ら
、
平
成
二
十
七
・
二
十
八
年
度
の
単
価

は
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
二
十
七
年
・
二
十
八

年
度
の
予
算
編
成
時
に
確
定
す
る
と
の
お

話
を
い
た
だ
い
た
。

③「
私
立
幼
稚
園
の
新
制
度
へ
の
移
行
に

　

関
す
る
意
向
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
」

　

現
時
点
に
お
け
る
公
定
価
格
仮
単
価
等

の
限
ら
れ
た
情
報
の
中
で
は
あ
る
が
、
新

制
度
実
施
の
準
備
、
事
業
計
画
の
策
定
、

国
の
概
算
要
求
、
予
算
案
の
作
成
な
ど
か

ら
意
向
調
査
を
す
る
と
の
お
話
が
あ
っ

た
。
ま
た
、あ
く
ま
で
調
査
に
過
ぎ
な
く
、

秋
ご
ろ
に
再
度
調
査
が
あ
る
と
の
お
話
も

あ
っ
た
。

　
平
成
二
十
六
年
度
　
第
一
回

　
青
年
部
研
修
会
・
全
体
委
員
会

期
日　
平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日（
金
）

会
場
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

　
　
　
　

 （
地
下
１
Ｆ
・
菊
の
間
）

参
加
　
三
十
一
名

内
容
　『
幼
稚
園
で
の
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　

   

考
え
る
時
間
』
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よ
っ
て
お
客
様
の
満
足
度
は
変
わ
っ
て
く

る
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
仕
組
み

は
、
人
、
も
の
、
手
順
、
機
器
、
環
境
が

相
互
に
係
わ
り
、
ど
れ
か
が
欠
け
て
も

良
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
く
な
る
。

リ
ー
ダ
ー
は
、
方
向
性
を
示
し
、
自
ら
実

践
し
、
信
頼
・
支
援
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
一
貫
性
を
も
つ

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

幼
稚
園
の
サ
ー
ビ
ス
は
多
種
多
様
で
あ

り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
自
体
つ
く
る
こ
と
の
で

き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
園
の
方

針
と
保
護
者
が
望
む
こ
と
が
一
致
し
な
い

こ
と
も
多
い
が
、
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
基

本
的
な
考
え
方
は
ど
の
業
種
で
も
同
じ
で

あ
る
。
本
研
修
会
は
お
客
様
（
保
護
者
）

が
ど
う
感
じ
る
か
を
考
え
直
す
良
い
機
会

と
な
り
、
各
園
の
発
展
の
た
め
の
手
助
け

と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
第
一
回 

保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

期
日　
平
成
二
十
六
年
六
月
十
一
日（
水
）

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

内
容　
「
子
ど
も
の
発
達
と
身
の
回
り

　
　
　
　

 

の
廃
材
、
素
材
を
活
か
し
た

　
　
　
　

 

玩
具
遊
び
」

講
師　

仲
田
安
津
子 

氏

参
加　

百
四
十
九
名

　

今
年
度
の
第
一
回
講
座
は
、
各

自
持
ち
寄
っ
た
廃
材
の
他
に
、
会

場
内
に
も
空
き
箱
や
広
告
紙
が
た
く
さ
ん

置
い
て
あ
り
、
会
場
全
体
の
す
て
き
な
環

境
に
、
参
加
者
が

ワ
ク
ワ
ク
ど
き
ど

き
の
中
で
開
始
さ

れ
た
。
ま
ず
最
初

に
作
っ
た
物
は
、

空
き
箱
を
使
っ
た

ブ
ー
メ
ラ
ン
。
廃

材
を
う
ま
く
使
っ

た
と
て
も
簡
単
な

物
で
、
の
り
も

テ
ー
プ
も
使
わ
ず

に
空
き
箱
と
は
さ

み
の
み
で
作
れ

て
、
大
人
た
ち
で

も
楽
し
め
る
物
が

出
来
て
し
ま
う
こ
と
が
驚
き
で
あ
る
。
引

き
続
い
て
の
玩
具
作
り
も
、「
広
告
紙
を

使
っ
た
風
船
」「
画
用
紙
を
使
っ
た
三
面

箱
」
な
ど
で
、
特
別
な
材
料
で
は
な
く
身

近
に
あ
る
物
を
う
ま
く
使
っ
て
、
簡
単
に

作
り
上
げ
、
楽
し
ん
で
遊
ぶ
こ
と
が
出
来

る
物
ば
か
り
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
了

と
な
っ
た
が
、
す
ぐ
に
で
も
自
園
の
子
ど

も
た
ち
と
こ
れ
ら
の
玩
具
作
り
に
挑
戦
し

た
い
！
と
思
え
る
程
の
素
敵
な
時
間
だ
っ

た
。

　

ま
た
制
作
を
し
な
が
ら
も
、
遊
び
を
取

り
入
れ
る
際
の
留
意
点
も
仲
田
先
生
か
ら

し
っ
か
り
お
声
か
け
い
た
だ
き
、
よ
り
こ

の
研
修
参
加
が
有
意
義
な
も
の
と
な
っ

た
。「
あ
る
活
動
」
に
対
し
て
材
料
が
思

う
よ
う
に
集
ま
ら
な
か
っ
た
場
合
ど
う
す

る
の
か
？
、「
い
ら
な
く
な
っ
た
紙
や
新

聞
紙
を
破
る
・
丸
め
る
・
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ

に
す
る
」
こ
と
で
も
子
ど
も
た
ち
は
大
喜

び
し
、
素
材
を
生
か
し
た
立
派
な
活
動
だ

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
う
っ
か
り
決
め
つ

け
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、「
玩
具
遊
び
＝

決
ま
っ
た
形
の
決
ま
っ
た
遊
び
」
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
「
あ
る
活
動
」
を
す
る
た
め
に
は
「
人

数
分
の
十
分
な
材
料
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
、
足
り
な
か
っ
た
ら
行
っ
て
は
い
け

な
い
！
」
と
も
ご
指
導
が
あ
り
、
簡
単
で

楽
し
い
活
動
だ
か
ら
こ
そ
の
下
準
備
の
大

切
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
講
座
と
な
っ

た
。

　
教
頭
・
主
任
講
座

期
日　
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
八
日（
土
）

会
場
　
二
荒
山
会
館
（
鶴
の
間
）

参
加
　
六
十
七
名

内
容
　

　

午
前
の
部
「
園
の
現
状
を
理
解
し
、
園
内

　
　
　
　
　
　

研
修
の
課
題
を
探
る
」

　

午
後
の
部
「
園
内
研
修
を
活
用
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　

の
手
法
を
学
ぶ
」

講
師
　
大
妻
女
子
大
学　

  

岡
　
健 

氏

　

岡
健
先
生
を
講
師
に
迎
え
教
頭
・

主
任
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。
は
じ

め
に
園
内
研
修
を
進
め
る
上
で
伝
達
型
会

議
も
必
要
だ
が
、
保
育
者
自
身
が
気
づ
く

為
の
創
発
型
会
議
も
必
要
で
あ
る
と
話
さ

れ
た
。会
議
を
進
め
る
際
、管
理
職
が
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー

（
促
進
者
）
に

な
り
、
実
際
の

手
法
を
交
え
て

そ
の
役
割
の
重

要
性
、
園
内
研

修
が
充
実
す
る

為
の
手
法
（
田

の
字
法
）
を
学

ん
だ
。

　

研
修
や
会
議

を
す
る
際
に
、

時
間
・
空
間
・

環
境
・
現
在
の

保
育
者
達
の
様

子
（
心
理
）
を

管
理
し
進
め
て

い
く
こ
と
で
、

充
実
し
且
つ
明

確
な
も
の
に
し

て
職
員
の
共
通

理
解
が
図
れ
る

こ
と
を
実
感
し

た
。

　

子
ど
も
を
観
る
目
を
育
て
る
ラ
ン
キ
ン

グ
と
い
う
手
法
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
用
し
、

実
際
の
園
で
の
映
像
（
写
真
な
ど
）
を
用

い
て
学
ん
だ
。
付
箋
・
模
造
紙
を
使
用
し
、

整
理
が
つ
き
、
相
手
が
何
を
意
図
と
し
書

い
た
こ
と
な
の
か
を
話
を
聞
く
事
で
、
研

修
も
充
実
す
る
こ
と
を
実
感
し
、
す
ぐ
に

実
践
で
き
る
よ
う
な
研
修
で
あ
っ
た
。
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新
採
研
宿
泊
研
修
実
行
委
員
長

寺
尾
　
淳
（
太
陽
幼
稚
園  

副
園
長
）

　

七
月
二
十
二
日
〜

二
十
四
日
の
三
日

間
、
栃
木
県
立
と
ち

ぎ
海
浜
自
然
の
家
に

て
、
百
九
十
三
名
の

県
内
幼
稚
園
新
規
採

用
教
諭
宿
泊
研
修
が

行
わ
れ
た
。「
幼
稚
園
の
保
育
者
に
ふ
さ

わ
し
い
①
明
朗
で
き
ま
り
よ
く
行
動
す

る
生
活
体
験
、
②
豊
か
な
自
然
体
験
や
、

③
積
極
的
に
社
会
人
と
し
て
の
体
験
等

を
積
む
と
共
に
、
幼
児
教
育
へ
の
理
解

を
深
め
る
。」
と
い
う
目
的
の
も
と
、
栃

木
県
幼
稚
園
連
合
会
青
年
部
が
実
行
委

員
・
講
師
と
な
っ
て
、
様
々
な
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
た
三
日
間
だ
っ
た
。

　

ま
ず
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
し
て
か
ら
、
外
部

講
師
の
ち
と
せ
氏
を

招
い
た
「
印
象
戦
略

セ
ミ
ナ
ー
」
で
相
手

に
好
印
象
に
見
せ
る
コ
ツ
を
知
り
、
さ

ら
に
、仕
事
に
目
標
を
立
て
る
た
め
「
ク

レ
ド
作
り
」
を
し
た
り
、
団
結
力
を
高

め
る
た
め
グ
ル
ー
プ
で
「
手
遊
び
作
り
」

期
日　

平
成
二
十
六
年
七
月
六
日
（
日
）

場
所　

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
大
展
示
場

参
加
状
況

　

参
加
園
数　

百
四
十
七
園

　

参
加
者
数　

五
百
三
名
参
加

参
加
者
内
訳

　

県
内
学
生　

四
百
一
名

　

県
外
学
生　

九
十
五
名

　

一
般　
　
　
　
　

七
名

　

栃
幼
連
主
催
の
就
職
説
明
会
が
、
今

年
も
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ

た
。

　

今
年
で
十
八
回

目
を
迎
え
た
こ
の

会
は
、
幼
稚
園
に

と
っ
て
も
学
生
に

と
っ
て
も
大
切
な

も
の
で
あ
り
、
特

に
今
年
は
多
く
の

参
加
園
・
参
加
者

数
と
な
っ
た
。

　

県
内
の
幼
稚
園

が
集
っ
た
広
い
会

場
を
所
狭
ま
し
と

行
き
交
う
学
生
の

姿
は
、
熱
心
さ
が

感
じ
ら
れ
幼
稚
園

教
諭
へ
の
夢
や
希

望
が
み
ち
あ
ふ
れ

て
い
た
。

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭

　
　
　
　宿
泊
研
修
報
告

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭

　
　
　
　宿
泊
研
修
報
告

を
し
た
り
、
と
、
決
め
ら
れ
た
活
動
時

間
以
外
も
有
効
に
、
交
流
や
協
力
、
話

し
合
い
や
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
育
つ

機
会
と
な
っ
て
い
た
。
食
事
や
入
浴
、

就
寝
も
グ
ル
ー
プ
で
行
動
す
る
た
め
、

仕
事
一
年
目
と
い
う
同
じ
境
遇
も
重
な

り
、
仲
間
意
識
は
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。

　

日
中
は
、
研
修
生
の
希
望
で
六
つ
の

選
択
活
動
に
分
か
れ
、
即
実
践
に
活
か

せ
る
歌
や
制
作
、
ゲ
ー
ム
な
ど
、
様
々

な
遊
び
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、
夕
食
後

に
は
八
つ
の
任
意
活
動
に
希
望
で
参
加

し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
学
ん
で
気

分
転
換
が
で
き
る
時
間
を
過
ご
し
た
。

本
人
の
意
欲
次
第
で
、
宿
泊
研
修
で
学

べ
る
こ
と
は
と
て
も
多
く
、
研
修
生
、

実
行
委
員
共
に
、
貴
重
で
充
実
し
た
三

日
間
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

就
職
説
明
会

就
職
説
明
会

　
第
一
回 

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

期
日　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日（
木
）

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加　

百
五
十
一
名

内
容　
「
新
制
度
を
踏
ま
え
た
中
で
、

　
　
　
　
　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
を

　
　
　
　
　

生
か
し
た
保
護
者
へ
の
対
応
」

講
師　

氏
家
幼
稚
園　

園
長　

小
堀
　
泉 

先
生

（
栃
木
県
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
会
副
理
事
長
）

　

テ
ー
マ
に

沿
っ
て
新
制
度

制
定
の
背
景
、

幼
稚
園
に
求
め
ら
れ
る

役
割
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
保
育
者
は
現
場

で
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
か

と
い
う
講
義
内
容
は
関

心
を
持
っ
て
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
保
護
者
へ
の
対
応
を
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
マ
イ
ン
ド
の
観
点
か
ら
学
ん
だ
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
話
す
側
が

「
聞
い
て
も
ら
え
た
」
と
感
じ
る
こ
と
が
、

共
感
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。ま
た
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
使
っ
て
自
分
の
性
格

の
傾
向
を
知
り
自
覚
す
る
こ
と
は
、
他
者

と
う
ま
く
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

い
う
専
門
的
な
技
術
も
、
よ
り
よ
い
保
育

に
結
び
つ
け
て
い
け
る
と
思
う
。

　

今
回
の
講
義
を
通
し
て
、
保
護
者
の
気

持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
保

育
者
と
し
て
冷
静
な
対
応
を
心
掛
け
て
い

き
た
い
と
感
じ
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
と
て
も
分
か
り
や
く
有
意
義
な
講
習

だ
っ
た
。
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こ
れ
か
ら
の
研
修

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

　

十
月
十
六
日
（
木
）

　《
保
育
に
生
か
せ
る
表
現
運
動
》

　

講
話
「
子
ど
も
の
遊
び
と
体
力
」

　

岐
阜
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　

准
教
授　

春
日
晃
章
先
生

　

講
話
「
幼
児
期
の
体
づ
く
り
」

　

実
技
「
幼
稚
園
・
保
育
所
で
で
き
る

　
　
　
　

運
動
遊
び
」

　

宇
都
宮
共
和
大
学
教
授

　

河
田　

隆
先
生

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

　

二
月
九
日
（
月
）

　《
発
達
と
学
び
を
つ
な
ぐ
要
録
の

　
作
成
と
活
用
》

　

講
話
「
要
録
の
意
義
と
役
割
」

　

十
文
字
学
園
女
子
大
学
児
童
幼
児

　

教
育
学
科

　

准
教
授　

野
口
隆
子
先
生

　

講
話
・
演
習

　
「
発
達
と
学
び
を
つ
な
ぐ
要
録
の
作
成
」

★
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修
案
内
に
て
、

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

う
と
い
う
前
向
き
な
感
想
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

分
科
会
の
ま
と
め
で

は
、
各
地
区
か
ら
推
薦

さ
れ
た
指
導
助
言
者
か

ら
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
、
受
講
者
は

さ
ら
に
幼
児
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

 

保
育
・
教
育
課
程
研
究
セ
ミ
ナ
ー

　

六
月
二
十
五
日
に
、
保
育
・
教
育
課
程

研
究
セ
ミ
ナ
ー
の
第
一
日
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
研
修
は
、「
幼
稚
園
教
育
理
解

推
進
事
業
」（
文
部
科
学
省
主
催
）
の
都

道
府
県
協
議
会
に
該
当
す
る
も
の
で
、
幼

児
期
の
学
校
教
育
の
質
の
保
証
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。今
年
度
、栃
木
県
は「
言
葉
」

「
特
別
支
援
教
育
」「
幼
稚
園
に
お
け
る
学

校
評
価
」
の
三
つ
の
協
議
主
題
が
割
当
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

午
前
中
に
、
十
文

字
学
園
女
子
大
学
の

宮
里
暁
美
教
授
よ
り
、

協
議
主
題
の
解
説
が

あ
り
ま
し
た
。
小
学

校
以
降
の
生
活
や
学

習
の
基
盤
に
つ
な
が

る
幼
稚
園
教
育
の
観
点
か
ら
、
日
常
の
保

育
の
中
で
、具
体
的
な
幼
児
の
姿
を
捉
え
、

指
導
の
在
り
方
を
考
え
る
よ
う
助
言
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
支
援
教

育
や
学
校
評
価
な
ど
、
幼
稚
園
教
育
に
お

け
る
今
日
的
な
課
題
に
つ
い
て
も
、
ご
自

身
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
分
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
は
、

 

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修
　
第
三
日

　

七
月
十
六
日
に
、
新
規
採
用
幼
稚
園
教

諭
研
修
第
三
日
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
全
体
会

で「
幼
児
理
解
」を
テ
ー

マ
に
講
話
を
行
い
ま
し

た
。
受
講
者
は
、
幼
児

理
解
は
「
保
育
の
出
発

点
」
で
あ
り
、
幼
児
理

解
に
よ
っ
て
保
育
の
方

針
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
ビ
デ
オ
演

習
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
分
科
会
で
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
演
習
を
行
い
ま
し
た
。
三
歳
児
と

五
歳
児
の
保
育
の
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
た

後
、
視
線
や
表
情
に
表
れ
る
幼
児
の
思
い

や
、
発
達
に
応
じ
た
教
師
の
援
助
に
視
点

を
当
て
、
協
議
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、「
幼

児
の
行
動
に
は
、
必
ず

理
由
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。」「
幼
児
理
解
、

発
達
の
課
題
、
具
体
的

な
援
助
と
い
う
三
つ
の

ス
テ
ッ
プ
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。明
日
か
ら
、こ
の
視
点
を
も
っ

て
幼
児
に
関
わ
っ
て
み
よ
う
。」「
三
歳
児

の
学
び
が
、
五
歳
児
の
学
び
に
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
を
見
通
し
て
保
育

を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。」
な

ど
、
幼
児
の
見
方
や
自
分
の
保
育
を
振
り

返
り
、
変
え
て
み
よ
う
、
挑
戦
し
て
み
よ

向
け
た
話
合
い
が
で
き
ま
し
た
。「
園
内

研
修
に
も
取
り
入
れ
た
い
。」
と
い
う
意

見
も
多
数
出
て
い
ま
し
た
。

　

園
の
要
と
な
る
主

任
の
先
生
方
が
中
心

と
な
り
一
人
一
人
の

よ
さ
を
生
か
し
た
人

材
育
成
を
進
め
る
こ

と
で
、
園
全
体
の
組

織
力
の
高
ま
り
に
つ

な
が
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

協
議
主
題
ご
と
の
分
科
会
で
、
協
議
や
演

習
を
通
し
て
、
さ
ら
に

主
題
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
一

人
一
人
が
自
分
の
園
の

現
状
や
課
題
を
振
り
返

り
、
研
究
の
方
向
性
を

決
め
ま
し
た
。

　

第
二
日
の
八
月
二
十
七
日
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
研
究
の
成
果
を
持
ち
寄
っ
て
、
さ

ら
に
協
議
を
深
め
、
主
題
に
せ
ま
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

 

那
須
地
区
幼
稚
園
主
任
研
修
会

　

七
月
二
十
八
日
、「
組
織
力
を
高
め
よ

う
〜
職
場
に
お
け
る
人
材
育
成
〜
」
の
研

修
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。①　

園
内
研
修
の
す
す
め

（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
生
か
し

た
教
育
課
程
の
工
夫
・
改
善
や
保

育
実
践
等
の
在
り
方
）

②　

校
内
研
修
の
実
際

（
同
僚
性
を
発
揮
し
た
授
業
研
究

会
の
手
法
や
成
果
の
紹
介
）

③　

演
習
「
人
材
育
成
〜
若
い
力
、
ど
う

　
　
　
　
　

生
か
す
？
〜
」

（
付
箋
を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
型
協
議
）

④　

園
内
研
修
の
効
果

（
一
人
一
人
の
向
上
と
組
織
力
の
高

ま
り　

等
）

　

付
箋
を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型

の
演
習
で
は
、
立
場
や
経
験
年
数
等
関
係

な
く
、
皆
、
同
じ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
考
え
を

出
し
合
い
、
共
感
し
な
が
ら
、
テ
ー
マ
に



118号

10

編集後記
　

八
年
ぶ
り
に
関
東
地
区
教
員
研
修

栃
木
大
会
が
行
わ
れ
大
成
功
に
終

わ
っ
た
。
大
き
な
大
会
は
と
て
も
準

備
が
大
変
で
あ
る
。
執
行
部
始
め
大

会
準
備
を
お
手
伝
い
し
て
頂
い
た
全

て
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
。

　

規
模
が
違
う
が
栃
幼
時
報
を
発
行
す
る

に
あ
た
り
、
広
報
委
員
会
や
各
幼
稚
園
の

先
生
方
に
は
時
間
の
な
い
中
で
の
執
筆
を

こ
こ
ろ
よ
く
受
け
入
れ
て
頂
き
、
大
変
嬉

し
く
思
う
。
私
自
身
も
関
わ
る
こ
と
が
で

き
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

　

こ
の
一
一
八
号
は
、
冒
頭
で
話
を
し
た

関
東
地
区
教
員
研
修
栃
木
大
会
を
中
心
に

研
修
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
記
載
し
て

い
る
。
こ
の
栃
幼
時
報
を
み
れ
ば
栃
木
県

幼
稚
園
連
合
会
の
活
動
内
容
が
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
前
の
栃
幼
時
報
を
見
た
い
時
に
は
栃

幼
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
連
合
会
と
は
？

を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
一
〇
〇
か
ら
一
一
六

号
ま
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
確

認
し
て
頂
き
た
い
。

　

平
成
二
十
七
年
四
月
よ
り
、
い
よ
い
よ

認
定
こ
ど
も
園
が
動
き
出
す
。
現
在
は
、

栃
木
県
内
の
市
町
で
保
護
者
や
先
生
達
へ

の
説
明
会
が
開
か
れ
て
い
る
事
だ
ろ
う
。

　

各
園
で
の
準
備
も
大
変
だ
が
栃
木
県
幼

稚
園
連
合
会
も
同
時
進
行
で
準
備
を
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
教
育
・
保

育
が
進
ん
で
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
に

期
待
し
て
編
集
後
記
と
す
る
。（齋

藤
達
成
）

平
成
二
十
六
年

　十
月
〜
十
二
月
ま
で
の
事
業
予
定

＊
総
会
予
告
＊

（
二
十
五
年
度 

決
算
総
会
）

栃
幼
連 

通
常
総
会

栃
幼
連 

通
常
総
会

栃
幼
連 

通
常
総
会

平
成
二
十
六
年
五
月
十
六
日
（
金
）

会
場
：
コ
ン
セ
ー
レ

平
成
二
十
六
年
度

●
高
ノ
台
幼
稚
園

　新
園
舎

　竣
工
式

　
　
　平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
二
日

●
認
定
う
つ
の
み
や
こ
ど
も
園

　石
川
幼
稚
園

　新
園
舎

　竣
工
式

　
　
　平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
三
日

●
八
幡
台
幼
稚
園

　新
園
舎

　竣
工
祭

　
　
　平
成
二
十
六
年
九
月
六
日

慶

　事

表 彰
●
栃
木
幼
稚
園
・
若
葉
幼
稚
園

　

　
　理
事
長・園
長

　松
下  

明
世 

様

高
齢
者
叙
勲

　瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

10
月
11
日

〜
10
月
25
日
　
第
21
回
　
ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県

10
月
16
日
　※

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

10
月
17
日
　
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

10
月
20
〜
21
日
　
第
30
回
　
全
日
私
幼
連

　
　
　
　
　
設
置
者・園
長
全
国
研
修
大
会（
香
川
）

10
月
24
日
　
幼
稚
園
教
育
振
興
の
集
い（
宇
都
宮
市
）

10
月
25
日
　
資
質
向
上
選
抜
養
成
講
座
Ⅹ

10
月
31
日
　
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

11
月 

４
日
　
資
質
向
上
選
抜
養
成
講
座
Ⅹ

11
月 

５
日
　※

10
年
経
験
者
研
修

11
月
６
〜
７
日
　
全
日
私
幼
連 

関
東
地
区
代
表
者
協
議
会（
新
潟
）

11
月 

７
日
　
第
43
回 

関
東
甲
信
越
放
送・視
聴
覚

　
　
　
　
　
教
育
研
究
大
会 

栃
木
大
会

11
月 

７
日
　※

特
別
支
援
教
育
研
修

11
月 

８
日
　
と
ち
ぎ
教
育
振
興
大
会

11
月
15
日
　
公
開
保
育
研
究
会（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

11
月
26
日
　
設
置
者・園
長
研
修
会

12
月 

１
日
　※

調
査
研
究
委
員
会

12
月
17
日
　
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

12
月
25
日
　
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修（
集
合
研
修
）

　
　
　
　
　
　  ※

は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

県
文
書
学
事
課

各
種
提
出
書
類
に
つ
い
て

平
成
二
十
六
年
度
幼
稚
園
財
務

関
係
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

七
月
か
ら
標
記
調
査
を
対
象
の
幼
稚
園

に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
学
校
法
人
の
管
理
運
営
状
況

・
幼
稚
園
の
管
理
運
営
状
況

・
会
計
処
理
状
況　

等

　

実
施
日
時
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
調

査
対
象
と
な
る
幼
稚
園
設
置
者
宛
て
に
通

知
し
て
い
ま
す
。
調
査
へ
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
、
調
査
対
象
外
の
幼
稚

園
に
お
い
て
も
日
常
業
務
の
再
点
検
を
行

い
、
適
正
な
管
理
運
営
に
努
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
点
検
の
結
果
、
園
則
変
更
、
園

地
・
園
舎
変
更
、
理
事
・
監
事
就
任
届
等

が
未
提
出
の
場
合
に
は
、
早
急
に
提
出
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
交
付
申
請
書

・
提
出
期
限　

十
一
月
上
旬
（
予
定
）

・
平
成
二
十
六
年
度
幼
稚
園
運
営
費
補

助
金
（
一
般
補
助
分
）
の
内
定
に
つ

い
て
は
、
十
月
末
頃
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
交
付
申
請
書
の
提
出
に
あ
た
っ
て

は
、
別
途
通
知
す
る
内
定
通
知
に
基
づ

き
提
出
願
い
ま
す
。

●
幼
稚
園
教
材
費
等
補
助
金
交
付
申
請
書

・
提
出
期
限　

十
月
下
旬
（
予
定
）

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
及
び
幼
稚
園
教

材
費
等
補
助
金
（
特
別
補
助
分
）
関
係

書
類

一　

特
別
支
援
教
育

・
提
出
書
類

　

ア　

対
象
園
児
就
園
状
況
調
書

　

イ　

対
象
園
児
担
当
・
指
導
教
職
員
に

　
　
　

関
す
る
調
書

　

ウ　

対
象
園
児
で
あ
る
旨
の
判
定
調
書

・
提
出
期
限　

十
月
二
十
四
日
（
金
）

※
ウ
に
つ
い
て
は
、
身
障
者
手
帳
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
証
書
、
療
育
手
帳
、
専

門
医
の
診
断
書
、
児
童
相
談
所
の
判
定

書
の
い
ず
れ
か
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

  
ま
た
、
学
級
担
任
以
外
の
教
職
員
か

ら
特
別
な
教
育
支
援
を
受
け
て
い
る
幼

児
が
補
助
対
象
園
児
と
な
り
ま
す
の

で
、
御
留
意
願
い
ま
す
。

二　

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業

・
提
出
書
類

　

ア　

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
実
施
計
画
書

　

イ　

各
事
業
に
お
け
る
保
護
者
等
へ
の

　
　
　

案
内
通
知
（
写
）

・
提
出
期
限　

十
一
月
上
旬
（
予
定
）

三　

わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業

・
提
出
書
類

　

ア　

わ
ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業
実
施
計

　
　
　

画
書

　

イ　

預
か
り
保
育
実
施
記
録

　

ウ　

保
護
者
等
へ
の
案
内
通
知
（
写
）

・
提
出
期
限　

十
一
月
中
旬
（
予
定
）

※
各
種
提
出
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
途
送
付
す
る
通
知
文
を
参
照
の
上
提

出
願
い
ま
す
。


